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１．日本政府と海外の中山間地域に関係する主な動き
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２-（１）．地方創生施策

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）



（２） 我が国の人口の推移と長期的な見通し

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）



（３） 我が国の高齢化率の推移と長期的な見通し

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）
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（４） 人口の考え方 ～交流人口（関係人口）とは？～

◇人口の考え方

属性 概要

夜間人口 在住人口 その地域に住んでいる人

昼間人口 労働人口 その地域に働いている人

親族人口 在住者の親族 お盆等に不定期に帰ってくる人

交流人口 一時的人口 この地域に興味を持ち関わりたい人

観光客 一時的人口 この地域を観光したい人

夜間
人口 観光客

→自分だけ、地域だけの人材では体験メニューは作れない。
地域以外の誰かやモノを呼んで来る事で新しい体験メニューができるかもしれない。 6

※総務省では「関係人口」と呼ぶ



（５） 奈良市東部地区の将来人口とその影響
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◇人口減少によるマイナスのスパイラル

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
2045‐2015年比
数値 割合

田原地区 1798 1572 1358 1163 985 818 662 -1136 -63.2%
大柳生地区 917 778 650 540 440 347 266 -651 -71.0%
柳生地区 1064 904 760 634 518 410 317 -747 -70.2%
東里地区 714 602 506 420 341 273 216 -498 -69.7%
狭川地区 432 371 313 252 193 143 104 -328 -75.9%
月ヶ瀬地区 1455 1304 1168 1036 908 788 675 -780 -53.6%

◇奈良市東部地区における将来人口推計・・・2045年には-67.3%（地区平均）減少

※奈良市提供資料

⇒若者不在の中、外部の力を借りてでも、活性化をつきすすめていく必要があります

※現在４５歳（１９７３生まれ）の黒田は、２０４５年の年齢は７２歳



（６） 関係人口（交流人口）の創出・拡大

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）



（７）地域おこし協力隊制度

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）



２-（１） Ｓｏｃｉｅｔｙ ５．０
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（２） 日本のＩＴ戦略の流れ

（出所；総務省 ｅ-ｊａｐａｎ戦略/ｕ-ｊａｐａｎ戦略資料より）

■ナローバンド（ダイアルアップ接続やISDN）
↓

■ブロードバンド（ＡＤＳＬ、ＦＴＴＨ、ＣＡＴＶ）
↓

■ユビキタスネット（インターネットなどの情報
ネットワークに、いつでも、どこからでもアクセ
スできる環境）
※いたるところに存在する（遍在）という意味

■ｅ‐ｊａｐａｎ戦略（基盤の構築）
↓

■ｕ‐ｊａｐａｎ戦略（利用環境整備）
↓

■Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０
（経済と社会課題の解決）
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（３） よくＣＭで耳にするＩＴ用語の整理

（出所；内閣府 Society 5.0 資料より）

ITは「情報技術」、ICTは「情報通信技術」、IoTは「モノのインターネット」の総称です

ＩＴ ＩＣＴ ＩｏＴ

正式名称 Information 
Technology

Information and 
Communication 
Technology

Internet of things

意味 情報技術そのもの
のこと

通信技術を使って人
とインターネット、人
と人が繋がる技術
のこと

人を使わずにモノが
自動的にインター
ネットとつながる技
術のこと

活用例 コンピューター、ソフ
トウェア、アプリケー
ション

メール、チャット、Ｓ
ＮＳの活用、通信販
売の利用、ネット検
索など

自動運転、スマート
家電など
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（４） Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０とは

サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させ
たシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立
する、人間中心の社会（Society）
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社
会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、
新たな社会を指すもので、第５期科学技術基本計画
において我が国が目指すべき未来社会の
姿として初めて提唱
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（５） Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０で実現する社会
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（６） 経済発展と社会的課題の解決を両立
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（７） Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０を目指すためのＩｏｔ推進計画
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（８） 人口知能ＡＩやロボットによる業種への影響
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（９） 情報技術の今後の見通し
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（２） 国際的な動きＳＤＧｓ ～Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）～
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（３） 世界を変えるための１７の目標
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（４） Ｓｏｃｉｅｔｙ 5.0 ｆｏｒ ＳＤＧｓ ｂｙ経団連

22



（５） 地方におけるＳＤＧｓの取り組み
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（６） 資源循環型社会の取り組み例～菜の花プロジェクト（滋賀県近江八幡市）～

24

1998年より開始



（７） 江戸時代における資源循環
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食堂

民
泊

旅行業
（奈良
支店）

奈良市

柳生茶屋

有限会社
オクダ

奈良支店として提携

奈良柳生邸

（８） 地域循環共生圏づくりの目線で柳生の取り組みを整理すると・・

26

さとやま民泊

近所・自家製野菜 体験・サポート
（雇用）

柳生名産朴葉寿司・大和肉鶏
（商品の仕入れ）

予約・
支払

手配

支払
地域資源・

仕入れ 人・モノ・カネを地元で回す

地域で不要になった資源を再利用

相談

提供



４-（１） 日本の各業界における市場規模
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（「

（市場規模マップ2019）

62.5兆円

6.１兆

13.8兆

51.8兆円

40.8兆円

8.4兆8.9兆

6.１兆

4.0兆

8.4兆

15.9兆

25.2兆

20.7兆



（２） 日本が設定した訪日外国人旅行者関連の目標
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（「

（「明日の日本を支える観光ビジョン」 国土交通省観光庁 2016年3月30日）

２０３０年には６０００万人、１５兆円の旅行消費額を設定

8兆円 ＝ 農業8.4兆円、損害保険8.4兆円
15兆円＝ 銀行15.9兆円 に匹敵する規模？

日本人（約1.3億人）のパスポートの所持率は？ 全人口の ％
中国（約14億人）のパスポートの所持率は？ 全人口の ％



（３） ２０３０年ー２０４０年に起こる事

29（野村総合研究所 未来年表２０２０～２１００）



（４） ２０３０年ー２０４０年に起こる事

30（野村総合研究所 未来年表２０２０～２１００）



（５） ２０５０年の生活

31（出所；みずほ総合研究所 ２０５０年のニッポン～課題を乗り越え、輝き続けるために）



（６）２０５０年のライフサイクル

32（出所；みずほ総合研究所 ２０５０年のニッポン～課題を乗り越え、輝き続けるために）



33

一方で・・・・
・簡単に情報が手に入る時代

（わかったような認識）
・ＡＩにとって代わる時代
・働き方改革という名の、

複数労働が当たり前となる時代
⇒さらなる「心」「からだ」のバラン
スが崩れる人が増える。



教育
プログラム

社会

自分

自然 経済

感

心

体

技

＜五感＞
視覚・聴覚
嗅覚・味覚

触覚

知識
スキル

フィジカル
体力

メンタル
精神力

モチベーション

５．田舎と都会の“生命バランス”（黒田仮説）

「心」「技」「体」「感覚（気）」のバランスが崩れた時に生命の危機が訪れる。
東部山間地域は生命バランスを回復させる“場”

生命

田舎
（右脳的）

都会
（左脳的）



ＪＡっｂＪＡっｂ

６．「心理化市場」の構造
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自分

メディケーション
（瞑想）

マツリ（祭り、奉り）

コミュニティ（地域文化共同体）ドメスティック（家庭）

グリーニング

ネイチャリング

カタルシス（情念解放）

（出所：最小単位の市場戦略 谷口正和著）

真
（学問）

善
（道徳）

美
（芸術）

芸術宗教

哲学哲学 思想

マクロビオティック（宇宙一体食）

ドラマツルギー（劇性）

リラクゼーション

レス（引き算、無）

地域

歴史

自然
エコロジー

スペクタクル（壮観）

カリスマ

セラピー

エクスタシー
（至高体験）

トラディション
（伝統）

スタイライ
ゼーション
（様式化）

シャーマニズム
アドベンチャー

ミラクル（奇跡）

パーソナル・
アイデンティファイ

アルスタード・ステート
（意識変容）

フリー（自由、解放）

クリエーション
（創造）

生命へのシンパシー
共生、循環、環境、持続、倫理、道徳、全
体、有機、宇宙

他者へのシンクロニシティ
共感、共鳴、同感、同情
憐慰、思慕、愛情、哀惜
哀歓、友情、友愛、親密
思い出、郷愁、哀愁
仲間、同士、同好、結社
連帯、同人、友人、親友
家族、血縁、地縁、同郷
同族、同校、故郷、エリア
コミュニティ

自己へシンクロニシティ
自己充足、自己回帰、自己納得
自己確認、自己発見、自己実現
自己表現、自己願望、自己求心
自己具現、自己充実、自己陶酔
自己発現、自己憐慰
孤独、孤高、孤立、拒絶

自己活動へのダイナミズム
年商、有機、情熱、目標
目的、達成、完成、完全
完遂、成就、自由、奔放
自立、実現、具現、固有
個性、独自、独善、独創癒し

ＨＥＡＬＩＮＧ



７．Ｎｙｕ ｆａｒｍとしての方向性

36「観光」ではなく「旅」 ＝ 出会い、人生、癒し



８ ．主な野菜、果物の旬

計画的にどの野菜を作るか？

上旬 下旬

１月 大根、小松菜 春菊、ほうれん草

２月 ネギ、キョウナ ワケギ、ユリ根

３月 菜の花、山菜、キンカン ニラ、サンショウ

４月 タケノコ、サヤエンドウ アスパラガス、三つ葉、夏みかん

５月 タマネギ、春キャベツ イチゴ、ゴボウ、にんにく、春ジャガイモ

６月 梅、シソ、グリーンピース サクランボ、サヤインゲン、枝豆、そら豆

７月 キュウリ、トマト、ナス、スイカ ショウガ、ラッキョウ、冬瓜、チンゲンサイ

８月 レタス、ミョウガ、ピーマン シシトウ、ブドウ、モロヘイヤ、アシタバ、
スイートコーン、セロリ

９月 カボチャ、ナシ、サツマイモ 秋じゃがいも、オクラ

１０月 栗、柿 里芋、キノコ類

１１月 人参、リンゴ、レンコン 山芋、ブロッコリー

１２月 白菜、ミカン カブ、カリフラワー、クワイ
37



９ ．Ｎｙｕ ｆａｒｍの「里山づくり事業」年間計画

「茶」「田」「畑」「木こり」の作業例。

茶 田 畑（麦・蕎麦・大豆） 木こり

１月 草刈り 土作り・肥料散布
春越し

味噌作り 植菌・収穫・伐採
炭作り・仮伏せ２月 春肥・土作り

３月 遅霜対策

４月 芽出肥 播種、育苗 蕎麦播種 本伏せ

５月 一番茶摘採 代かき、田植え 麦収穫・大豆播種

６月 中干し 乾燥

７月 二番茶摘採 穂肥 蕎麦収穫

８月 草刈り 刈り取り 蕎麦播種

９月 三番茶摘採

１０月 秋整枝 土作り・基肥

１１月 土作り 麦種播・蕎麦収穫

１２月 味噌作り 植菌・収穫
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